


○
本
会
議
で
の
主
な
質
疑
○
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6
月
定
例
会
は
6
月
10
日
に
招
集
さ
れ
、
24
日
ま
で
15
日

間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
、
町
か
ら
提

出
さ
れ
た
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
や
第
一
体
育
館
の
耐

震
改
修
工
事
契
約
な
ど
の
議
案
、
請
願
に
つ
い
て
審
議
を
行

い
ま
し
た
。
 

　
一
般
質
問
は
、
6
月
22
日
に
行
わ
れ
、
5
議
員
が
町
政
全

般
に
わ
た
り
質
問
し
ま
し
た
。
 

　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
現
状

と
課
題
を
整
理
し
、
ま
ち
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
や
土
地
利
用
、
道
路

等
の
都
市
施
設
の
あ
り
方
を
明
確
に
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
目
標

と
分
野
別
の
基
本
方
針
を
定
め
、
今
後
10
年
の
取
り
組
み
内
容
を

示
す
も
の
で
す
。
 

議
員
　
「
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま

ち
の
形
成
に
努
め
る
」
と
あ

る
が
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
人
口
減

少
が
続
く
中
で
は
、
市
街
化

区
域
で
も
空
洞
化
が
進
む
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
無
秩
序
に

市
街
化
区
域
を
全
て
残
す
の

で
は
な
く
、
公
共
交
通
を
利

用
で
き
る
、
集
約
さ
れ
た
と

こ
ろ
に
住
ん
で
い
た
だ
き
、

人
口
密
度
を
維
持
し
な
が
ら
、

生
活
の
利
便
性
も
高
め
て
い

く
と
い
う
考
え
方
で
す
。
 

議
員
　
中
心
部
は
よ
く
な
る

け
れ
ど
、
周
囲
は
だ
ん
だ
ん

利
便
性
が
悪
く
な
っ
て
い
く

の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て

い
る
。
そ
う
い
う
点
に
つ
い

て
は
、
ど
う
か
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
福
崎
町

は
十
分
に
コ
ン
パ
ク
ト
な
町

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
街
化
区
域
だ
け
で
な
く
、

市
街
化
調
整
区
域
も
農
業
を

守
っ
て
い
く
た
め
、
集
落
の

活
力
を
維
持
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
福
崎

町
で
は
、
更
に
利
便
性
を
高

め
る
目
的
で
、
立
地
適
正
化

計
画
に
取
り
組
む
予
定
で
す
。
 

議
員
　
人
口
の
維
持
を
目
指

す
中
で
、
福
崎
町
が
目
指
す

目
標
は
。
 

町
長
　
既
存
の
市
街
地
と
新

市
街
地
の
共
栄
、
町
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
、
安
全
・
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
等
を
目
指
し

て
お
り
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

に
お
示
し
し
て
い
ま
す
。
 

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
改
定
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6月定例会 

今後10年の都市計画決まる 今後10年の都市計画決まる 今後10年の都市計画決まる 

委員会に付託し審議 

【委員会での主な質疑】 

特別指定区域制度とは？ 

都市計画マスタープランは、民生まちづくり常任

委員会に付託されました。 

Ｑ． 
 
Ａ． 
 
 
 
 
Ｑ． 
Ａ． 
 
 
 
 
 
Ｑ． 
Ａ． 

「柔軟な都市計画制度の運用による人口減
少の抑制」とあるが、具体的には。 
特別指定区域制度や空き家施策の推進、ま
た適した用途地域への変更が考えられます。
中島井ノ口線以西の市街化調整区域の活用や、
工業団地の拡充等に積極的に取り組んでい
きます。 
道路網について、今後の方針は。 
平成30年度に駅周辺整備が完了すると、次
の課題として福崎駅田原線、大門福田線の
代替路線の検討が必要になってきます。こ
の区間は橋を架けなければならず、非常に
大きな財源が必要になります。県とも協議
しながら、検討を進めます。 
公共施設（小規模校等）の統合の考えは。 
福崎町は廃止すべき、統合すべき施設はあ
りません。古くなった施設をどう長寿命化
させていくかという計画を作ることになり
ます。 

　都市計画法により、市街化区域は開発を促進
し、市街化調整区域では開発の抑制により自然
環境や農林業を保全すると定められています。 
　市街化調整区域では、厳しい建築制限等から
人口が減少している地域が見られます。人口減
少への対応のため「特別指定区域制度」が創設
されました。 
　町や地域が将来を見据えた土地利用計画を作
成することで、都市計画法の制限が緩和され、
市街化調整区域内に地縁者等の住宅を建てるこ
とが可能となります。この制度を活用すること
で、人口増加（維持）に繋がることが期待され
ています。 
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福
崎
駅
前
の
駐
輪
場
等
の
取
扱
に
つ
い
て
定
め
る
「
福
崎
町
交

通
広
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
」
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
条
例
改
正
に
よ
っ
て
、
駅
前
駐
輪
場
（
3
月
末
で
閉
鎖
済

み
）
が
、
7
月
1
日
を
も
っ
て
正
式
に
廃
止
と
な
り
ま
す
。
 

　
駐
輪
場
跡
地
は
、
商
業
施
設
を
誘
致
し
、
駅
前
の
賑
わ
い
創
出

の
た
め
に
活
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。
 

駅
前
駐
輪
場
　
廃
止
へ
 

　
第
一
体
育
館
の
耐
震
化
工
事
に
か
か
る
請
負
契
約
に
つ
い
て
の

議
案
を
審
議
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
工
事
の
概
要

に
つ
い
て
は
左
の
と
お
り
で
す
。
 

　
な
お
、
第
一
体
育
館
は
7
月
1
日
か
ら
全
て
の
施
設
利
用
（
駐

車
場
を
含
む
）
及
び
立
ち
入
り
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

事
務
所
は
ス
ポ
ー
ツ
公
園
管
理
事
務
所
へ
移
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
 

第
一
体
育
館
　
耐
震
化
工
事
へ
 

　
一
般
会
計
は
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
8
3
0
万
円
追
加
し
て
総

額
9
5
億
4
8
3
0
万
円
と
し
ま
し
た
。
 

　
今
回
の
補
正
予
算
の
内
容
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
設
立
等
の
補
助

金
、
妖
怪
造
形
コ
ン
テ
ス
ト
関
連
事
業
費
を
は
じ
め
、
観
光
振
興

計
画
の
策
定
や
、
観
光
振
興
全
般
に
関
す
る
委
託
料
を
予
算
化
し

た
も
の
で
す
。
 

　
審
議
の
結
果
、
全
員
賛
成
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。
 

一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決
 

　
「
消
費
税
10
％
へ
の
増
税
中
止
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
つ
い

て
の
請
願
」
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
 

　
増
税
を
中
止
す
る
こ
と
に
よ
る
地
方
行
政
へ
の
影
響
が
大
き
い

こ
と
等
か
ら
、
継
続
し
て
審
査
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。
 

請
願
は
継
続
審
査
に
 

ＮＰＯ法人とは？ 

　非営利団体・非営利組織の略称。
福祉・医療、環境保護やリサイクル、
災害復旧等の分野で活躍する、私的
利益を目的としない民間団体のこと。 
　今回の補正予算では、ＮＰＯの設
立手続きに係る費用等や、初期活動
支援として需用費・備品購入費等の
補助を定める内容の補正予算が提案
され、可決されました。 

第一体育館（7月12日撮影） 

○工事期間　平成28年6月16日 
　　　　　　～平成28年12月28日 
○落札業者　前川建設(株) 
　　　　　　（加古川市野口町良野1506番地） 
○落札金額　1億4580万円 
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高
井
國
年
議
員
の
副
議
長
辞
任
に
よ
り
、
第
4
6
8
回
臨
時
議

会
が
7
月
21
日
に
開
催
さ
れ
、
副
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
投
票
の
結
果
、
宮
内
富
夫
議
員
が
副
議
長
に
当
選
し
ま
し
た
。

な
お
、
任
期
は
平
成
29
年
4
月
末
ま
で
で
す
。
 

　
ま
た
、
副
議
長
の
選
任
に
よ
り
、

空
席
と
な
っ
た
監
査
委
員
に
城
谷

英
之
議
員
が
就
任
し
ま
し
た
。
 

　
そ
の
他
の
主
な
構
成
変
更
は
左

の
通
り
で
す
。
 

 民
生
ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
長
 

 
　
北

山

孝

彦
 

 議
会
広
報
常
任
委
員
 

 
　
高

井

國

年
 

臨
時
議
会
で

副
議
長
等
を
選
出
 

●出席状況● 

臨時議会（7月21日） 
注「〇」は出席、「欠」は欠席です。 

難
波
靖
通
 

高
井
國
年
 

釜
坂
道
弘
 

冨
田
昭
市
 

小
林
　
博
 

石
野
光
市
 

山
口
　
純
 

北
山
孝
彦
 

城
谷
英
之
 

松
岡
秀
人
 

志
水
正
幸
 

牛
尾
雅
一
 

三
輪
一
朝
 

宮
内
富
夫
 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

議席番号 
・議員名 

会 議 名  

副 議 長  
宮 内 富 夫  

監査委員 
城 谷 英 之  
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6月定例会 

第467回 定例会提出議案と審議結果 

●定例会における出席状況● 

審議結果 

 

 

 

賛成全員 可決 

賛成全員 可決 

賛成全員 可決 

賛成全員 同意 

賛成全員 可決 

賛成全員 可決 

賛成全員 可決 

賛成全員 可決 

 

継 続 審 査 

議案等番号 件　　　　　　名 

本会議1日目（6月10日） 

本会議2日目（6月12日） 

総務文教常任委員会（6月15日） 

民生まちづくり常任委員会（6月16日） 

福崎駅周辺整備対策特別委員会（6月17日） 

本会議3日目（6月22日） 

本会議4日目（6月24日） 

注1　「〇」は出席、「欠」は欠席、「※」は遅着及び早退です。 
注2　委員会の出欠については所属する委員のみ表示しており、「－」の委員は出席の必要はありません。 
注3　難波議員は、総務文教常任委員会以外の委員会には議長として出席します。 

難
波
靖
通
 

高
井
國
年
 

釜
坂
道
弘
 

冨
田
昭
市
 

小
林
　
博
 

石
野
光
市
 

山
口
　
純
 

北
山
孝
彦
 

城
谷
英
之
 

松
岡
秀
人
 

志
水
正
幸
 

牛
尾
雅
一
 

三
輪
一
朝
 

宮
内
富
夫
 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

○ 

○ 

－ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 
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○ 

○ 

○ 

欠 

○ 

○ 

－ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

－ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

－ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

－ 

○ 
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○ 

○ 
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○ 

○ 

○ 
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○ 

○ 

○ 

○ 
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○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

－ 

○ 

○ 

※ 

欠 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

議席番号・議員名 

会 議 名  

出
欠
の
状
況
 

（町長提案） 

（議員提案） 

 

報告第 6 号 

報告第 7 号 

報告第 8 号 

議案第38号 

議案第39号 

議案第40号 

議案第41号 

議案第42号 

議案第43号 

議案第44号 

議案第45号 

 

請願第 2 号 

 

平成27年度兵庫県町土地開発公社事業報告 

平成27年度福崎町一般会計予算繰越明許費にかかる繰越計算書の報告 

平成27年度福崎町公共下水道事業特別会計予算繰越明許費にかかる繰越計算書の報告 

専決処分の承認を求めること（福崎町町税条例等の一部を改正する条例） 

専決処分の承認を求めること（福崎町国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 

 

中播公平委員会委員の選任 

福崎町交通広場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 

福崎町都市計画マスタープラン 

平成28年度福崎町一般会計補正予算（第1号） 

工事請負契約（福崎町第一体育館耐震改修工事） 

 

消費税10％への増税中止を求める意見書提出についての請願 

「報告」は質疑 
を行いますが、 
討論・採決は 
ありません。 

専決処分の承認を求めること（行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備に関する 
条例の一部を改正する条例） 
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総務文教常任委員会  

記念品の協力事業者を募集 記念品の協力事業者を募集 記念品の協力事業者を募集 

役場のＪＡ窓口　公金受入のみに 

　ふるさと納税（福崎町ふるさと応援寄附金）によ

り寄附をされた方に、お礼の品として進呈する記念

品の協力事業者を募集しています。地元特産品等の

ＰＲによる産業振興と、ふるさと納税を促進するこ

とを目的としています。町のホームページ等に記念

品が掲載されますので、協力事業者のＰＲにもつな

がります。 

　役場内のJA窓口の取扱いが変更されます。窓口で

は公金受入のみとなり、貯金の出し入れは新たに設

置されるATM（現金自動預け払い機）をご利用くだ

さい。 

　なお、稼働時間は役場の開庁時間に合わせ、平日

の8時30分から17時15分までとなります。また、

キャッシュカードのない個人等については兵庫西農

協各支店での取扱いとなりますので、ご注意くださ

い。 

今年もトライやる・ウィーク 

　福崎東中学校104人、福崎西中学校73人、合計

177人の中学2年生が、6月6日から5日間、トライ

やる・ウィークに参加しました。町内62事業所に

ご協力いただき、様々な活動や体験を通して、自分

なりの生き方を見つけるきっかけになるよう期待し

ています。 

 

委
員
長
　
志
水
　
正
幸
 

副
委
員
長
　
石
野
　
光
市
 

委
　
　
員
　
牛
尾
　
雅
一
 

委
　
　
員
　
釜
坂
　
道
弘
 

委
　
　
員
　
冨
田
　
昭
市
 

委
　
　
員
　
難
波
 
靖
通
 

委
　
　
員
　
三
輪
　
一
朝
 

●閉会中における委員会出席状況● 

総務文教常任委員会（4月19日） 
総務文教常任委員会（5月25日） 

注　「〇」は出席です。 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

志
水
正
幸
 

石
野
光
市
 

牛
尾
雅
一
 

釜
坂
道
弘
 

冨
田
昭
市
 

難
波
靖
通
 

三
輪
一
朝
 

議 員 名  
会 議 名  

福崎町内に事業所等を有し、以下の商品
やサービスが提供可能な法人または個人 
 

・福崎町内で生産、製造、加工、販売、提供

される商品、サービス 

・適法な手続きをして許認可された商品 

・飲食物の場合、寄附者に到着して5日以上

の消費期限・賞味期限が保証される商品 

応募要件 

記念品に加わった「電動車いす」 

田原幼児園での保育士体験 
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民生まちづくり常任委員会  

福崎工業団地に企業進出 福崎工業団地に企業進出 福崎工業団地に企業進出 

　トンボ工業㈱及び㈱デービー精工から、福崎工業

団地への進出申し込みがありました。現地視察を含

め慎重に審査した結果、委員会として進出を了承す

ることとしました。 

　なお、企業及び進出の概要については下記のとお

りです。 

委
員
長
　
城
谷
　
英
之
 

副
委
員
長
　
小
林
　
　
博
 

委
　
　
員
　
北
山
　
孝
彦
 

委
　
　
員
　
高
井
　
國
年
 

委
　
　
員
　
松
岡
　
秀
人
 

委
　
　
員
　
宮
内
　
富
夫
 

委
　
　
員
　
山
口
　
　
純
 

●閉会中における委員会出席状況● 

民生まちづくり常任委員会（4月22日） 
民生まちづくり常任委員会（5月26日） 
注1　「〇」は出席、「欠」は欠席です。 
注2　難波議員は、議長として出席しています。 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
欠 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

城
谷
英
之
 

小
林
　
博
 

北
山
孝
彦
 

高
井
國
年
 

松
岡
秀
人
 

宮
内
富
夫
 

山
口
 
純
 

難
波
靖
通
 

議 員 名  
会 議 名  

トンボ工業㈱ 本社工場 視察状況 

2社が工業団地へ進出申込 

　平成26・27年度で高度浄水設備を導入した福田

水源地の水道水の一部に白濁現象が見られました。

原因を調査したところ、白濁は水道水に空気が溶け

込んだものであり、健康に影響するものではないと

の報告を受けました。 

　現在、原因と考えられるポンプは使用を停止して

おり、交換に向け準備を進めています。 

　交換等にかかる費用はすべて　　　　　　　　　

業者が負担しますので、新たに　　　　　　　　　

町の負担は生じません。 

2社が工業団地へ進出申込 福田水源地の水道水　一部白濁 
【委員会での主な質疑】 

Ｑ． 
Ａ． 
 
Ｑ． 
 
 
Ａ． 

白濁の影響範囲は。 
山崎や馬田等、川西の一部から4～5件の苦
情がありました。 
福田水源地の工事の結果、水道水に白濁現
象がでている。しかし、工事関係の支払い
は完了している。何故か。 
設計に基づいた基準通りのものができあがり、
工事は完了しています。このため支払いは
完了しました。白濁現象の解消は業者が責
任を持って対応するということで、確約書
をもらっています。 

㈱デービー精工 トンボ工業㈱ 

本　　社：姫路市香寺町 

製 造 品：電気自動車等のモーター部品 

地元採用：5人（予定） 

工事着工：平成28年9月頃 

操業開始：平成29年7月頃 

本社：明石市硯町 

製造品：ショベル、スコップ等 

地元採用：2～3人（予定） 

工事着工：平成28年6月頃 

操業開始：平成28年12月頃 
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福崎駅周辺整備対策特別委員会  

駅前に観光交流センター整備 駅前に観光交流センター整備 駅前に観光交流センター整備 

　新たな駅前のイメージパースが発表されました。

新たな駅前には交流広場や観光交流センターが整備

され、南側の町有地には商業施設を誘致する方針で

す。 

　なお、将来構想として福崎駅の橋上化、駅西側の

整備も考えていくとのことです。 

　国から認定された総事業費は8億9千万円で、国

から道路事業で2億7千万円、都市再生整備事業で 

8千万円、合計3億5千万円（補助率40％）の補助金

が交付決定されました。国庫補助金に加え、土地開

発公社資金等も活用し、計画通りに事業を進められ

るよう努めるとのことです。 

新たな駅前のイメージ　明らかに 国からの補助金交付決定 

　福崎駅周辺整備事業にかかる用地取得状況（平成

28年6月10日現在）について報告がありました。

事業は順調に進んでいます。なお、今年度から福崎

駅田原線の事業に着手するため、用地取得対象に追

加されました。 

　4月1日から、福崎駅前～福崎工業団地・企業団

地間のシャトルバス運行社会実験が実施されています。

　利用状況は下記のとおりです。 

　　・4月（平日）17.2人／日 

　　・5月（平日）46.9人／日 

　5月から外国人研修生の利用が 

増えたため、4月と比較し、利用 

者が大きく増加しています。 

　これからも、神姫バス㈱と協議を行い、バス停の

追加や運行日・運行本数の調整等、利便性を向上させ、

利用人数を増やしていくとのことです。 

福崎駅田原線　用地取得に着手 バス運行社会実験　利便性向上を 

 
駅 南 幹 線 
甘地福崎線 
福崎駅田原線 
駅 前 広 場 
合　　計 

契約済 
12筆 
22筆 
　0筆 
　6筆 
40/69筆 

 
　9筆 
20筆 
　0筆 
　6筆 
35/69筆 

取得完了  
　947㎡ 
1,877㎡ 
　　0㎡ 
　360㎡ 

3,184/12,396㎡ 



8

3月定例会 3月定例会 一般質問  

ふくさき議会だより　第139号 

熊
本
地
震
を
教
訓
に
し
た
福
崎
の
地
震
対
策
は
 

　
町
で
の
地
震
を
想
定
し
防
災
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
 

志 水 正 幸  

福崎町防災マップと兵庫県防災パンフレット 

「一般質問」は、公の場である
議会で、議案に関係なく町長の
考え方や町政をただす大切な場
です。 

問
　
熊
本
地
震
は
、
2
度
の

震
度
7
の
地
震
と
2
カ
月
以

上
の
余
震
が
続
く
な
ど
、
異

例
ず
く
め
で
あ
っ
た
。
「
支

援
物
資
が
届
か
な
い
。
長
期

に
わ
た
る
余
震
か
ら
車
や
テ

ン
ト
生
活
に
よ
る
疲
労
も
限

界
で
、
健
康
状
態
に
異
常
が

出
て
い
る
。
ま
た
、
土
砂
崩

れ
や
田
畑
・
河
川
の
損
壊
に

よ
る
大
規
模
の
被
害
も
発
生

し
て
い
る
」
。
同
程
度
の
地

震
が
本
町
で
発
生
し
た
場
合
、

現
行
の
防
災
対
策
で
十
分
か
。
 

住
民
生
活
課
長
　
支
援
物
資

の
配
分
、
避
難
者
の
把
握
な

ど
熊
本
地
震
の
問
題
を
踏
ま

え
、
県
の
地
域
防
災
計
画
の

改
定
に
沿
っ
て
本
町
の
防
災

計
画
を
見
直
し
ま
す
。
 

問
　
熊
本
地
震
も
家
屋
の
倒

壊
が
多
い
。
耐
震
診
断
も
耐

震
化
工
事
も
一
定
の
補
助
が

あ
る
が
、
工
事
費
が
高
額
な

た
め
に
耐
震
化
工
事
が
進
ん

で
い
な
い
。
簡
易
耐
震
診
断

を
無
料
で
実
施
で
き
な
い
か
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
耐
震
診

断
と
耐
震
工
事
も
実
績
が
少

な
く
、
耐
震
診
断
の
無
料
化

に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。
 

問
　
土
砂
災
害
危
険
箇
所
は

ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
警
戒
区

域
が
92
カ
所
あ
り
ま
す
。
県

が
特
に
危
険
度
の
高
い
区
域

を
順
次
調
査
し
て
お
り
、
平

成
31
年
度
ま
で
に
完
了
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

問
　
決
壊
の
恐
れ
の
あ
る
「
た

め
池
」
は
、
ど
れ
く
ら
い
あ

る
の
か
。
 

農
林
振
興
課
長
　
た
め
池
耐

震
調
査
で
、
桜
上
池
、
三
谷

池
、
直
谷
池
は
、
工
事
着
手

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の

他
の
池
で
要
改
修
と
判
定
さ

れ
た
池
は
4
カ
所
で
す
。
現

在
の
と
こ
ろ
具
体
的
な
改
修

要
望
は
、
た
め
池
管
理
者
か

ら
聞
い
て
い
ま
せ
ん
。
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一般質問  

問
　
総
合
戦
略
で
は
少
子
化

対
策
が
喫
緊
の
課
題
と
さ
れ
、

2
0
4
0
年
に
合
計
特
殊
出

生
率
（
以
降
「
出
生
率
」
）

2
・
0
7
を
目
指
す
と
し
、

出
産
祝
金
な
ど
の
施
策
案
を

計
画
し
て
い
る
。
本
町
も
出

生
率
対
象
の
女
性
人
口
が
2
 

0
2
0
年
か
ら
2
0
4
0
年

の
間
に
30
％
減
少
し
、
出
生

数
が
激
減
す
る
と
さ
れ
て
い

る
。
喫
緊
の
課
題
な
ら
ば
、

出
生
率
2
・
0
7
の
達
成
を

早
期
に
目
指
す
こ
と
は
で
き

な
い
の
か
。
 

町
長
　
各
種
の
取
り
組
み
を

進
め
る
と
と
も
に
、
財
政
面

の
研
究
も
進
め
、
早
期
に
実

施
し
ま
す
。
 

問
　
岡
山
県
北
部
の
奈
義
町

が
2
0
1
4
年
に
出
生
率
2

・
8
1
を
達
成
し
た
。
妊
娠

出
産
期
か
ら
乳
幼
児
期
就
学

期
に
わ
た
る
幅
広
く
充
実
し

た
施
策
を
構
築
し
て
い
る
。

福
崎
町
で
は
出
生
率
向
上
策

を
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。
 

企
画
財
政
課
長
　
奈
義
町
と

は
生
活
環
境
等
が
異
な
り
ま

す
が
、
各
種
の
子
育
て
支
援

等
の
施
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
若
い
方
が
住
み
続
け

て
い
た
だ
け
る
よ
う
福
崎
町

総
合
戦
略
に
お
け
る
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
の
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。
 

問
　
奈
義
町
と
同
様
に
18
歳

ま
で
の
子
ど
も
1
人
当
た
り

14
万
円
の
子
育
て
支
援
施
策

を
行
う
と
仮
定
す
る
と
、
年

間
3
億
円
超
の
財
源
を
要
す

る
。
地
方
公
会
計
制
度
、
ふ

る
さ
と
納
税
制
度
な
ど
の
新

し
い
制
度
へ
の
基
本
的
な
姿

勢
と
、
今
後
の
財
源
確
保
の

方
向
性
は
。
 

企
画
財
政
課
長
　
こ
れ
ら
の

制
度
を
整
備
活
用
し
、
「
限

ら
れ
た
一
般
財
源
を
賢
く
使

う
取
組
」
と
第
5
次
行
財
政

改
革
大
綱
の
実
施
と
あ
わ
せ

財
源
確
保
を
図
り
ま
す
。
 

合
計
特
殊
出
生
率
2
・
0
7
へ
の
具
現
化
は
 

三 輪 一 朝  

奈義町の子育て支援施策（抜粋） 

問
　
国
保
の
27
年
度
決
算
見

込
み
の
基
金
残
が
大
き
い
。

被
保
険
者
に
還
元
を
。
 

町
長
　
翌
年
度
以
降
の
保
険

税
調
整
額
に
使
い
ま
す
。
 

問
　
国
保
県
営
化
（
30
年
度
）
 

で
税
等
は
ど
う
な
る
か
。
 

健
康
福
祉
課
長
　
福
崎
町
は

料
金
（
税
）
が
上
が
る
可
能

性
が
高
い
と
考
え
ま
す
。
 

問
　
一
般
会
計
か
ら
繰
入
や

単
独
事
業
は
認
め
ら
れ
る
か
。

基
金
は
町
に
残
し
使
え
る
か
。
 

健
康
福
祉
課
長
　
法
定
外
繰

入
は
な
く
す
方
向
で
、
基
金

は
町
に
残
り
、
単
独
事
業
は

可
能
で
す
。
 

問
　
水
道
会
計
は
財
政
計
画

で
は
資
金
残
高
が
年
間
水
道

料
金
収
入
の
3
年
分
前
後
を

維
持
で
き
る
。
当
分
の
間
の

値
上
げ
は
無
い
の
か
。
下
水

道
は
全
町
敷
設
が
終
わ
っ
た

と
こ
ろ
で
急
な
値
上
げ
は
し

な
い
と
の
町
長
表
明
は
そ
の

通
り
か
。
工
業
用
水
は
一
定

の
資
金
が
残
る
の
で
現
行
の

料
金
で
良
い
の
で
は
。
 

公
営
企
業
参
事
　
水
道
は
現

行
の
ま
ま
で
、
工
業
用
水
は

引
上
げ
の
検
討
が
要
り
ま
す
。
 

町
長
　
下
水
料
金
は
現
行
の

ま
ま
で
接
続
を
進
め
ま
す
。
 

問
　
水
害
対
策
で
高
校
周
辺

の
排
水
対
策
の
具
体
化
は
。

神
崎
橋
南
右
岸
の
無
堤
防
地

域
の
対
策
強
化
を
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
高
校
グ

ラ
ン
ド
の
調
整
池
利
用
は
9

月
完
成
で
す
。
神
崎
橋
南
は

県
に
強
く
要
望
し
て
い
き
ま

す
。
 

問
　
障
が
い
児
の
学
童
保
育

的
な
支
援
を
強
め
て
ほ
し
い
。
 

町
長
　
将
来
的
に
は
第
1
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
 

問
　
播
磨
中
枢
都
市
圏
構
想

は
将
来
姫
路
に
施
設
等
が
集

約
さ
れ
、
地
方
が
さ
び
れ
る

心
配
と
の
指
摘
も
あ
る
が
。
 

企
画
財
政
課
長
　
圏
域
全
体

の
活
性
化
を
図
る
も
の
で
す
。
 

国
保
県
営
化
で
保
険
税
は
ど
う
な
る
 

 
基
金
を
活
用
し
値
上
げ
を
抑
え
る
よ
う
努
め
ま
す
 

小 林 　 博  

福田水源地 

 
財
源
確
保
の
研
究
を
進
め
、
早
期
に
実
施
し
ま
す
 

事業名 概　要 

予防接種無料 

子どもの医療費無料 

高等学校等 
就学支援金 

保育料多子軽減 

不育治療助成 

出産祝金 

第1子10万円・第2子15
万円・第3子20万円・第4
子30万円・第5子以降40
万円 
 
年30万円×5年間 
 
保育料は第1子を国基準額
の55％・第2子半額・第3
子以降無料（所得制限なし）
 
生徒一人当たり年額9万円
×3年間（所得制限なし） 
 
高校生まで（所得制限なし）
 
おたふく風邪・B型肝炎・
ロタウイルス・風疹 
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3月定例会 3月定例会 一般質問  

ふくさき議会だより　第139号 

問
　
町
の
活
性
を
図
る
に
は

「
福
崎
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」

を
も
つ
最
大
の
利
点
を
活
か

し
、
工
業
団
地
の
拡
張
が
最

も
有
効
と
考
え
、
今
ま
で
に

何
回
と
な
く
質
問
し
た
。
今

回
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
改
定
で
示
さ
れ
て
い

る
拡
張
部
分
の
場
所
･
規
模
 

・
時
期
は
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
東
部
工

業
団
地
に
お
い
て
は
、
お
お

む
ね
の
位
置
は
イ
ー
ス
ト
パ

ー
ク
北
西
で
す
。
検
討
地
は

農
振
農
用
地
の
た
め
2
〜
4

ha
程
度
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

市
街
化
調
整
区
域
へ
の
拡
張

に
は
多
く
の
法
規
制
が
あ
る

た
め
、
時
期
に
つ
い
て
は
明

記
出
来
ま
せ
ん
が
鋭
意
関
係

機
関
等
の
調
整
を
進
め
ま
す
。
 

問
　
播
但
線
で
は
多
く
の
遠

距
離
通
勤
者
の
利
用
が
あ
る
。
 

早
朝
に
一
便
だ
け
で
も
、
姫

路
で
の
乗
り
換
え
な
し
で
、

京
阪
神
方
面
へ
の
新
快
速
電

車
を
走
ら
せ
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。
 

　
こ
の
提
案
が
実
現
す
れ
ば

乗
降
客
数
が
増
加
し
、
将
来

的
に
は
定
住
・
移
住
人
口
の

増
加
も
考
え
ら
れ
る
。
播
但

線
や
福
崎
町
の
活
性
化
に
大

き
く
役
立
つ
と
考
え
る
が
、

ど
う
か
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
実
現
す

る
と
利
用
者
の
利
便
性
の
向

上
や
乗
降
客
数
の
増
加
に
繋

が
り
ま
す
の
で
、
福
知
山
支

社
と
の
協
議
の
機
会
に
提
案

し
て
い
き
ま
す
。
 

問
　
人
口
減
が
著
し
い
地
域

で
、
親
元
近
く
に
新
た
に
住

む
居
住
者
へ
の
支
援
は
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
財
源
確

保
を
図
り
な
が
ら
、
子
育
て

支
援
を
中
心
と
し
た
人
口
維

持
の
た
め
に
施
策
を
検
討
し
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進
め

て
い
き
ま
す
。
 

工
業
団
地
拡
張
計
画
に
お
け
る
面
積
規
模
は
 

　
東
部
工
業
団
地
は
2
〜
4
ha
程
度
を
目
指
し
て
い
ま
す
 

牛 尾 雅 一  

食品包装に表示されている例 
（ナトリウム）×2.54＝（食塩相当量） 

問
　
長
野
県
で
は
30
年
前
か

ら
一
貫
し
て
減
塩
（
ナ
ト
リ

ウ
ム
を
食
生
活
で
減
ら
し
カ

リ
ウ
ム
を
含
む
野
菜
の
摂
取

を
推
奨
）
し
、
今
や
長
寿
県

で
高
齢
者
の
就
業
率
や
一
人

あ
た
り
医
療
費
で
も
大
き
な

成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
当
町

の
食
育
に
も
減
塩
を
積
極
的

に
生
か
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
 

　
厚
労
省
の
食
事
摂
取
基
準

で
は
食
塩
換
算
で
成
人
男
性

8
ｇ
、
女
性
7
ｇ
（
日
量
）

と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
周

知
と
啓
発
を
す
す
め
て
は
。
 

学
校
教
育
課
長
　
給
食
の
取

組
み
に
つ
い
て
教
職
員
の
理

解
を
促
し
、
児
童
、
生
徒
及

び
保
護
者
に
周
知
し
ま
す
。
 

健
康
福
祉
課
長
　
各
種
の
取

組
み
に
減
塩
を
増
や
す
等
、

工
夫
し
ま
す
。
 

問
　
昨
年
4
月
、
要
支
援
1
 

・
2
の
方
の
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
外
し
が
起
こ
り
、
市
町

で
サ
ー
ビ
ス
に
差
が
生
ま
れ

て
い
る
と
聞
く
が
、
ど
う
か
。

経
済
実
態
か
ら
も
負
担
増
を

避
け
る
べ
き
だ
。
 

健
康
福
祉
課
長
　
当
町
で
は

経
過
措
置
を
生
か
し
今
年
度

末
ま
で
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

の
枠
で
実
施
し
ま
す
。
来
年

度
か
ら
町
事
業
で
の
実
施
と

な
り
ま
す
が
、
負
担
増
と
な

ら
ぬ
よ
う
努
め
ま
す
。
 

問
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
役
場

文
書
へ
の
記
載
に
つ
い
て
政

府
見
解
で
①
強
制
さ
れ
な
い

②
記
載
し
な
い
こ
と
に
よ
る

罰
則
は
な
い
③
記
載
し
な
い

こ
と
に
よ
る
不
利
益
取
扱
い

は
さ
れ
な
い
―
が
示
さ
れ
て

い
る
。
強
制
と
受
け
取
ら
れ

な
い
対
応
を
求
め
る
。
 

総
務
課
長
　
政
府
見
解
は
そ

う
で
す
。
住
民
へ
の
説
明
も

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

問
　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
国
保
等
と
、
 

農
業
振
興
に
影
響
は
な
い
か
。
 

副
町
長
　
懸
念
は
あ
り
ま
す
。
 

減
塩
を
食
育
に
生
か
し
健
康
長
寿
を
め
ざ
せ
 

 
減
塩
に
関
す
る
取
り
組
み
を
増
や
し
ま
す
 

石 野 光 市  

東部工業団地の拡張検討地 
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平成27年度政務活動費の収支状況を公表 平成27年度政務活動費の収支状況を公表 平成27年度政務活動費の収支状況を公表 

　議員の調査研究に役立てるために必

要な経費の一部として交付されるもの

で、申請した議員には一人あたり月額

１万円が交付されています。交付を受

けた議員は、収支報告書の作成及び領

収書や研修報告書等の添付が義務づけ

られています。 

　昨年度の支出は、友好都市である岩

手県遠野市への視察経費、財政等の研

修受講に要する経費、地方自治や地方

財政に関する書籍購入費等が主なもの

です。 

　また、支出状況について、監査委員

が行う「定期監査」を受けましたが、

指摘事項はありませんでした。 

（9月） 

２日（金）本会議（議案上程） 

６日（火）本会議（質疑） 

７日（水）決算審査特別委員会 

８日（木）決算審査特別委員会 

９日（金）決算審査特別委員会 

12日（月）決算審査特別委員会 

13日（火）総務文教常任委員会 

14日（水）民生まちづくり常任委員会 

15日（木）駅周辺整備対策特別委員会 

21日（水）本会議（一般質問） 

23日（金）本会議（一般質問） 

26日（月）本会議（討論・採決） 

政務活動費とは 

※この日程は予定であり、変更となる場合があります。 

●閉会中における委員会出席状況● 

議会広報常任委員会（6月24日） 
議会広報常任委員会（7月5日） 
議会広報常任委員会（7月19日） 
議会広報常任委員会（7月25日） 
議会広報常任委員会（7月28日） 

注1　「〇」は出席、「－」は出席不要です。 
注2　難波議員は、議長として出席しています。 

○ 
○
○
－
－ 

○ 
○
○
○
－ 

○ 
○
○
○
－ 

－ 
○ 
○ 
○ 
－ 

○ 
○
○
○ 
－ 

○ 
○
○
○ 
○ 

○ 
○
○
○ 
○ 

牛
尾
雅
一
 

松
岡
秀
人
 

石
野
光
市
 

宮
内
富
夫
 

三
輪
一
朝
 

山
口
　
純
 

難
波
靖
通
 

議 員 名  

会 議 名  

議会運営委員会（4月19日） 
議会運営委員会（5月25日） 

○
○ 
○
○ 
○
○ 
○ 
○
○
○ 
○
○ 
○
○ 

釜
坂
道
弘
 

北
山
孝
彦
 

小
林
　
博
 

志
水
正
幸
 

城
谷
英
之
 

冨
田
昭
市
 

難
波
靖
通
 

議 員 名  

会 議 名  

（単位：円） 



◆
議
会
広
報
常
任
委
員
会 

　
委
員
長
　
牛
尾
　
雅
一 

　
副
委
員
長
　
松
岡
　
秀
人 

　
委
　
　
員
　
石
野
　
光
市 

　
委
　
　
員
　
宮
内
　
富
夫 

　
委
　
　
員
　
三
輪
　
一
朝 

　
委
　
　
員
　
山
口
　
　
純 
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10
代
の
頃
あ
る
女
性
か
ら

「
親
の
意
見
と
茄
子
の
花
は
千

に
ひ
と
つ
も
徒
（
あ
だ
）
が
な

い
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
を
よ
く

聞
か
さ
れ
た
。
茄
子
の
花
は
、

咲
い
た
ら
そ
の
ほ
ぼ
全
て
が
無

駄
に
な
ら
ず
実
を
つ
け
る
そ
う

で
、
親
の
意
見
に
も
何
一
つ
無

駄
が
な
い
と
い
う
こ
と
を
言
い

た
い
の
だ
。
 

　
若
い
時
に
理
解
で
き
な
か
っ

た
価
値
観
も
、
年
を
重
ね
る
こ

と
で
理
解
で
き
る
瞬
間
が
あ
る
。

今
は
、
こ
の
こ
と
わ
ざ
を
教
え

て
く
れ
た
女
性
に
感
謝
し
て
い

る
。
人
は
世
代
や
生
活
環
境
に

よ
っ
て
価
値
観
が
異
な
り
対
立

す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
共
有
で

き
る
価
値
観
も
ま
た
存
在
す
る
。
 

　
自
分
の
価
値
基
準
だ
け
で
物

事
を
決
め
る
前
に
、
色
ん
な
人

の
価
値
観
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、

無
駄
の
な
い
花
を
咲
か
せ
た
い

も
の
だ
。
 

（
山
口
　
純
）
 

編
集
後
記
 

子ども議員からは、以下のようなテ

ーマでの質問が予定されています。 

 

食育、生活環境、人権、ボランティア、

住民参加、もち麦、町民プール、交

通安全対策、春日山城、福崎駅周辺

整備、高齢者福祉、災害（地震）対策、

観光（妖怪・もち麦）、農業（獣害）

など 

　町制60周年を記念し、議会と町が協力して“子ども議会”を 
開催します。町内の小中学生14名が議員となり、子どもの視
点から町政への質問や意見を述べる予定です。 
　普段なかなか足を踏み入れる機会のない議場ですが、子ども
たちの真剣な姿が見られますので、多くの皆さまがお越しにな
り、応援していただきますようお願いします。 

開催日　8月20日（土） 
時　間　午前9時30分　開会（正午閉会予定） 
場　所　役場3階　本会議場 
備　考　役場１階ロビー・文化センター・八千種研修センター

でも生中継をご覧になれます。 


